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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ターボコードを使用するターボエンコーダの２つの構成要素エンコーダを終端する方法
において、
　２つの構成要素エンコーダの少なくとも１つによって情報ビットを符号化した後で、２
つの構成要素エンコーダでターボコード速度Ｒに関連するテール出力ビットを生成するこ
とを含み、
　各構成要素エンコーダは第１の出力を有する第１のシフトレジスタを含み、第１の出力
は第２の出力を有する第２のシフトレジスタに接続され、第２の出力は第３の出力を有す
る第３のシフトレジスタに接続され、
　構成要素エンコーダのうちの第２の構成要素エンコーダがディスエーブルにされている
間に、テール出力ビットの第１の組が構成要素エンコーダのうちの第１の構成要素エンコ
ーダにおいて第１の構成要素エンコーダの第２および第３のシフトレジスタの第２および
第３の出力から生成され、
　第１の構成要素エンコーダがディスエーブルにされている間に、テール出力ビットの第
２の組が第２の構成要素エンコーダにおいて第２の構成要素エンコーダの第２および第３
のシフトレジスタの第２および第３の出力から生成される、方法。
【請求項２】
　Ｒが１／２、１／３、または１／４に等しいとき、テール出力ビットは各構成要素エン
コーダからの少なくとも２つの出力ビットを含む請求項１記載の方法。
【請求項３】
　生成するステップは１２テール出力ビットを生成することを含み、６テール出力ビット
の第１の組は、第２の構成要素エンコーダがクロックされない間に第１の構成要素エンコ
ーダを３回クロックすることによって生成され、６出力ビットの第２の組は、第１の構成
要素エンコーダがクロックされない間に第２の構成要素エンコーダを３回クロックするこ
とによって生成される請求項１記載の方法。
【請求項４】
　生成するステップは、１／Ｒテール出力ビットが各構成要素エンコーダから送信される
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ように１以上のテール出力ビットをパンクチュアするステップを含む請求項２記載の方法
。
【請求項５】
　生成するステップは、１以上のテール出力ビットをパンクチュアすることが以下のよう
に行われることを含む請求項４記載の方法：
【数１】

　ここに“０”はビットがパンクチュアされることを意味し、“１”はビットが送信され
ることを意味する。
【請求項６】
　テール出力ビットの第１の組は、第１の構成要素エンコーダの第２および第３のシフト
レジスタの第２および第３の出力から単独で引き出されるテール入力ビットから生成され
る請求項１記載の方法。
【請求項７】
　テール出力ビットの第２の組は、第２の構成要素エンコーダの第２および第３のシフト
レジスタの第２および第３の出力から単独で引き出されるテール入力ビットから生成され
る請求項１記載の方法。
【請求項８】
　テール出力ビットの第１の組の１テール出力ビットは、第１の構成要素エンコーダの第
２および第３のシフトレジスタの第２および第３の出力から単独で生成される請求項１記
載の方法。
【請求項９】
　テール出力ビットの第２の組の１テール出力ビットは、第２の構成要素エンコーダの第
２および第３のシフトレジスタの第２および第３の出力から単独で生成される請求項１記
載の方法。
【請求項１０】
　転送エラー訂正可能なデータを提供し、データを通信するように作動可能な装置におい
て、装置が、
　データを処理するターボコード速度Ｒを有するターボエンコーダを含み、ターボエンコ
ーダは２つの構成要素エンコーダを含み、各構成要素エンコーダは第１の出力を有する第
１のシフトレジスタを含み、第１の出力は第２の出力を有する第２のシフトレジスタに接
続され、第２の出力は第３の出力を有する第３のシフトレジスタに接続され、各エンコー
ダは情報ビットを符号化し、
　構成要素エンコーダのうちの第２の構成要素エンコーダがディスエーブルにされている
間に、テール出力ビットの第１の組が構成要素エンコーダのうちの第１の構成要素エンコ
ーダにおいて第１の構成要素エンコーダの第２および第３のシフトレジスタの第２および
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第３の出力から生成され、
　第１の構成要素エンコーダがディスエーブルにされている間に、テール出力ビットの第
２の組が第２の構成要素エンコーダにおいて第２の構成要素エンコーダの第２および第３
のシフトレジスタの第２および第３の出力から生成される、装置。
【請求項１１】
　Ｒが１／２、１／３、または１／４に等しいとき、テール出力ビットは各構成要素エン
コーダからの少なくとも２つの出力ビットを含む請求項１０記載の装置。
【請求項１２】
　ターボエンコーダは１２テール出力ビットを生成し、６テール出力ビットの第１の組は
、第２の構成要素エンコーダがクロックされない間に第１の構成要素エンコーダを３回ク
ロックすることにより生成され、６テール出力ビットの第２の組は、第１の構成要素エン
コーダがクロックされない間に第２の構成要素エンコーダを３回クロックすることにより
生成される請求項１０記載の装置。
【請求項１３】
　１／Ｒテール出力ビットが各構成要素エンコーダから送信されるように、ターボエンコ
ーダは１以上のテール出力ビットをパンクチュアするパンクチュアをさらに含む請求項１
１記載の装置。
【請求項１４】
　パンクチュアが１以上のテール出力ビットを以下のようにパンクチュアする請求項１３
記載のシステム：
【数２】

　ここに“０”はビットがパンクチュアされることを意味し、“１”はビットが送信され
ることを意味する。
【請求項１５】
　テール出力ビットの第１の組は、第１の構成要素エンコーダの第２および第３のシフト
レジスタの第２および第３の出力から単独で引き出されるテール入力ビットから生成され
る請求項１０記載の装置。
【請求項１６】
　テール出力ビットの第２の組は、第２の構成要素エンコーダの第２および第３のシフト
レジスタの第２および第３の出力から単独で引き出されるテール入力ビットから単独で生
成される請求項１０記載の装置。
【請求項１７】
　テール出力ビットの第１の組の１テール出力ビットは、第１の構成要素エンコーダの第
２および第３のシフトレジスタの第２および第３の出力から単独で生成される請求項１０
記載の装置。
【請求項１８】
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　テール出力ビットの第２の組の１テール出力ビットは、第２の構成要素エンコーダの第
２および第３のシフトレジスタの第２および第３の出力から単独で生成される請求項１０
記載の装置。
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